
女
子
大
國
文
 
第
百
四
十

一
号
 
平
成
十
九
年
九
月
三
十
日

京

都

開

帳

記

録

(二)

 

『
日
次
紀
事
』
・
『
在

京

日
記
』
等

に
お
け

る
八

木

意

知

男

 
 
 
 
 
 
要
 
旨

 
『女
子
大
國
文
』
第
百
四
十
号

(平
成
十
九
年

一
月
)
に

「『
妙
法
院
日
次
記
』
に
よ
る
開
帳
記
録
」
を
発
表
し
た
。
近
世
期
京
都
に
お

け
る
開
帳
実
態
を
把
握
し
、
文
化
史

・
宗
教
史

・
博
物
館
史
を
考
え
る
資
料
を
得
よ
う
と
す
る
為
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
京
都
に
お

け
る
開
帳
は
、
上
記

一
点
で
は
と
て
も
把
握
し
き
れ
な

い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
黒
川
道
祐
の
記
す
式
日
開
帳
を
中
心
に
、
本
居
宣
長

『
在

京
日
記
』
等
の
開
帳
記
録
を
開
示
す
る
。

 
折
柄
、
川
端
咲
子

・
正
木
ゆ
み
両
氏
の

「『開
帳
お
ど
け
 
仮
手
本
忠
臣
蔵
』
考
i
忍
頂
寺
文
庫
本
を
出
発
点
と
し
て
ー
」

(『
忍
頂
寺
文

庫

・
小
野
文
庫

の
研
究
』
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ

・
国
文
学
研
究
資
料
館
編

『
忍
頂
寺
文
庫

・
小
野
文
庫
の
研
究
2
』
所
載
、
二
〇
〇
七
年

三
月
)
が
発
表
さ
れ
、
臨
川
書
店

『優
品
在
庫
目
録
』

(平
成
十
九
年
春
季
特
別
号
)
に

「山
口
素
絢
画
 
稲
荷
山
開
帳
図
 
寛
政
八
年
画

 

二
軸
」
が
載

っ
た
。
前
者
は
開
帳
と
演
劇
と
の
結
び
つ
き
を
如
実
に
示
し
、
後
者
は
開
帳
が
庶
人
遊
楽
の
場
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
開
帳

の
文
化
史
的
意
儀
の

一
端
が
こ
こ
に
あ
る
。

キ

ー

ワ

ー

ド

開
帳
 
 
近
世
京
都
 
 
日
次
紀
事
 
 
在
京
日
記
 
 
蓮
如
上
人
遠
忌
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は
 

じ
 

め
 

に

 

「
開
帳
」

と

い
う
宗
教
行
事
を
見
る
時
、

「居
開
帳
」
・
「出
開
帳
」
と

い
う
考
え
方
を
先
行
さ

せ
る
事
が
あ
る
。

こ
れ
は
開
帳
場
所
に
主
眼
を

置

い
た
分
類
意
識

で
あ
る
。

こ
れ
に
対

し
て
、
開
帳

の
時
節
が
問
わ
れ
る
事
が
あ

る
。
勿
論
、
定
例

の
場
合
と
臨
時

の
場
合
と
が
存
す
る
が
、

定
例

の
場
合
は
年
毎

に
日
を
定

め
て
式

日
開
帳
と
す
る
例
と
、
百
年

一
度
あ

る
い
は
三
十
三
年
に

一
度
と
約
束
し
て
式
年
開
帳
す

る
例
と
が
あ

る
。
臨
時

の
場
合
に

は
、
堂

塔
修
復
資

金
を
得

ん
が
為
と
か
、
○
○
上
人
遠
忌
に
人
が
集
ま
る

の
に
便
乗
す
る
と
か
、

で
あ

る
。

 

ま
た
、
霊
像

・
秘
仏

・
什
物

・
霊
宝
を
公
開
し
結
縁
を
求
め
る
本
然

の
意
味

の
開
帳
も
あ
る

一
方
で
、

公
開
し
て
い
る
訳
で
は
な

い
が
結
果

と
し

て
開
帳
状
態
と
な
る
行
事
も
有

る
。

「御
身
拭

い
」

「煤
払

い
」

「虫
乾
し
」
等

が
そ
れ
で
あ
る
。

 

そ
も
そ
も
開
帳

は
、
様

々
な
文

化
現
象

に
影
響
を
与
え
、
展
開

し
て
来
た
。

し
か
し
、
京
都
に
お
け
る
開
帳

の
実
態
は
必
ず

し
も
明
ら
か
に

な

い
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
近
世
期
京
都

の
開
帳
を
知
る
事
を
目
的

に
、
遺
漏
あ
る
こ
と
を
承
知

の
上

で

『
妙
法
院

日
次
記
』

に
見
え
る
諸
社
寺

の
開
帳
記
事
を
資
料

と
し

て
纏

め
た
事

で
あ
る

(拙
稿

「『
妙
法
院
日
次
記
』
に
ょ
る
開
帳
記
録
」、
『
女
子
大
國
文
』
第
百
四
十
号
、
平
成
十
九
年

一
月
)
。

本
稿

は

こ
れ
に
継
ぐ
も

の
で
あ
る
。
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今
回

の
資

料

今

回
本

稿
で
と
り
上
げ

る
資
料

は
次

の
通
り
で
あ
る
。

ω

『
雍

州
府
志
』

(貞
享
三
年
刊
)

②

『
日
次
紀
事
』

(延
宝
四
年
刊
)

黒
川
道
祐
著

儒

を
林
羅
山

・
林
鷲
峯

に
、
医
を
堀
杏
庵

(正
意
)
に
学
ん
だ

元
安

芸
藩
儒
医
黒

川
道
祐
ー
名

は
元
逸
、
静
庵

・
遠
碧

・
梅
庵

と
号
す
ー

京
都
開
帳
記
録
口



が
辞
し
て
京
に
住
み
1
新
在
家
上
ノ
町

(『京
羽
二
重
』)
1
著
わ
し
た
地
誌
。
ω

・
②
共
に

『新
修
京
都
叢
書
』
所
収
本
を
使
用
。

 
こ
の
黒
川
道
祐

『
日
次
紀
事
』
に
は
、
開
帳
を
総
括
し
て
次
の
如
く
謂
う
。

 
 
●
凡
諸
寺
開
帳
多
歴
三
二
十
三
年
一而
修
レ
之
●
石
山
寺
観
音
開
帳
 
凡
新
帝
即
位
後
多
開
帳
又
歴
三
十
三
年
亦
然
●
嵯
峨
清
涼
寺
釈
迦
開

 
 
帳
●
真
如
堂
如
来
開
帳
●
禅
林
寺
廻
顧
佛
開
帳
●
大
原
来
迎
院
証
拠
弥
陀
開
帳
●
泉
涌
寺
中
来
迎
院
荒
神
像
歴
三
十
三
年
而
開
之
●
東
寺

 
 
御
供
所
所
有
弘
法
大
師
所
刻
之
大
黒
像
毎
年
十

一
月
子
日
開
帳
寺
僧
修
法
事
諸
人
群
集
●
両
本
願
寺
親
鷺
像
開
帳
黒
谷
所
レ有
親
鷺
之
像

 
 
亦
然
●
浄
土
宗
千
日
万
日
廻
向
千
部
経
転
読
祠
堂
漸
々
千
部
経
四
十
八
夜
七
日
別
時

一
七
日
法
談
施
餓
鬼
流
潅
頂
●
日
蓮
宗
二
十

一
個
寺

 
 
詣
同
二
十

一
箇
寺
上
人
会
合
交
為
二
之
地
一其
頭
人
号
二会
合
一本
千
部
経
転
読
祠
堂
千
部
経

一
部
経
千
巻
陀
羅
尼

一
七
日
法
談
頓
写
漸
写
御

 
 
書
講
題
目
講
●
本
国
寺
立
像
釈
迦
開
帳
●
立
本
寺
十
羅
刹
女
詣
●
頂
妙
寺
二
天
詣
●
本
満
寺
井本
門
寺
日
蓮
像
開
帳
下
京
本
行
寺
日
蓮
像

 
 
開
帳
其
面
甚
黒
故
是
謂
二
黒
染
像

一本
行
寺
、
妙
覚
寺
.末
寺
也
●
粟
田
口
三
猿
堂
井
八
坂
庚
申
堂
六
庚
申
日
参
詣
●
毎
年
自
夏
二六
月
'至
秋

 
 
七
月
所
所
寺
社
霊
宝
虫
払

○
引
用
は

『
京
都
叢
書
』
所
収
本
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

○
引
用
に
際
し
、
漢
字
は

「佛
」
字
等
を
の
ぞ
き
、
現
在
通
行
字
体
に
改
め
た
.

 

こ
こ
に
道
祐

『
日
次
紀
事
』
が
述

べ
る
と

こ
ろ
は
、
三
十
三
年
に

一
度

の
開
帳
実
例
で
あ

っ
た
り
、

日
蓮
宗
に
お
け
る
上
人
像
開
帳

の
実
例

で
あ

っ
た
り
す

る
。

こ
れ
等
は

「
日
次
」

つ
ま
り
年
毎
に
日
を
定

め
て
催
す
開
帳
と
は
異
な
る
故
に
、
纏
め
述

べ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

故
に
、

逆

に
言
え
ば
、
『
日
次
紀
事
』

に
見
え

る
開
帳

は
、
年
毎

に
日
を
定
め
た
式

日
開
帳

で
あ

る
と

い
う

こ
と
に
な
る
。

 

と

こ
ろ
が
、
式

日
開
帳
を
網
羅

し
て
い
る
か
と
謂
え
ば

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な

い
と
思
量
さ
れ
る
。
例
え
ば

『
日
次
紀
事
』

三
月
十
三
日
条

に
は
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ハマ
マね

 
 

〇
十
三

日
 

〔忌

日
〕
△
後
白
河
法
皇
御
忌
 
建
久
三
年
今

日
崩
長
講
堂
修
レ
之
則
二勅
筆
農
影

幡代
代
被
貼
二
勅

対

一長
講
堂

伝
奏
勧
修
寺
家

 
 

也
院
庁

供
二
御
膳

一庭

田
家
参
勤
修

二
倍
膳

嶋東

山
蓮
華

王
院
智
積
院
亦
有

二法
事

哨

と
あ

っ
て
、
『
妙
法
院

日
次

記
』
第

一
、

元
禄
七
年
三
月
十
三
日
条

に

 
 

一
、
後
白
河
法
皇
御
影
開

幌
如
例
、

巳
ノ
下
刻
計
、
御
参
詣
、
其
後
師

子
吼
院
宮
御
参
詣
也
、 

 
 

 
 

 
 

(『史
料
纂
集
』
所
収
本
)

と

見
え
る
傍
線
部

「
開
帳
」
語

は

『
日
次
紀
事
』
に
は
見
え
な

い
の
で
あ

る
。

し
か
し
、
『
日
次
紀
事
』
に
先
立

っ
て
著
わ
さ
れ

た
同
人

の

『
雍

州
府
志
』

四

「寺
院
門
上
」

で
は
次

の
如
く
記
さ

れ
る
。

 
 

●
法
住
寺
 

在

二養
源
院
南

一有

二 

後
白

回
裟
皇
之
 
 

一 

一一
月
 
三
日
開
 

又
有
二
妙
法
院
代

々
之
塔

哨古
所
謂
法
住
寺
非
二
斯
処

一乎

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(『新
修
京
都
叢
書
』
所
収
本
)

 
す
な
わ
ち
、
黒
川
道
祐

は
当
該

開
帳

の
事
実
は
把
握
し
て
い
た

の
で
あ
り
、
『
日
次
紀
事
』
が
網
羅
的

で
は
な

い
事
を
知

っ
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

 
な

お
、
池

田
東
擁

の
手
が
加
え
ら
れ

て
正
徳

四
年

(
一
七

一
四
)
に
刊
行
さ
れ
た

『
都
名
所
車
』

の
記
録
も

『
新
修
京
都
叢
書
』
か
ら
掲
げ

て

お
く
。

 
 

㈹
本
居
宣
長

日
記
群

 
国
学
者
本
居
宣

長
が
若
年
時

京
に
医
を
学
ん
だ

こ
と
は
著
名
で
あ

る
。

そ
の
彼
が
記
し
た

『在

京
日
記
』
を
は
じ
め
と
す

る
日
記
群

に
は
、

大
量

の
開
帳
記
事
が
含
ま
れ
る
。

そ
こ
で
こ
れ
を
筑
摩
書
房
版

『
全
集
』
第
十
六
巻

に
備
う
と
こ
ろ

の
も
の
を
も

っ
て
拾
う
。

 
 

ω

『
花

乃
都
諸
開
帳
両
本

山
大
御
法
会
並
御

旧
跡
案
内
』

(嘉
永
元
年
刊
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵

h。
o
H・①
h。
、
国
卜。
刈
)

 
嘉

永

元
年

(
一
八
四
八
)
、
前

年

の
孝

明
天
皇
御

即
位

の
嘉
祥
に
加
え
、
東
西
両
本

願
寺

は
蓮
如

上
人
三
百
五
十
年
遠
忌
が
あ

り
、
そ
し
て
大

佛
殿

で
は
豊

臣
秀
吉

二
百
五
十
年
遠
忌

に
釈
迦
半
身
像
が
再
興
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
京
都
女

子
大
学

・
京
都
女

子
大
学
短
期
大
学
部

京
都
開
帳
記
録
口
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図

書

館

の
第

六

回

図

書

館

資

料

特

別

展

観

「鴨

東

散

華

壷

」

(平
成
+

八
年
+

一
月

+

日
～
平
成

+

八
年

+

一
月

廿
四

日
、
於

錦
華

殿
)

に

出

品

さ

れ

て

い

た

『
御

半

像

造

立

御

影

・
木

組

之

真

図

』

(
一
紙
)

は
、

こ

の
折

の
開

帳

と

関

係

す

る
資

料

な

の

で

あ

る

。

 

 

あ

す

あ

り

と

お

も

ふ

こ

』

ろ

の
あ

だ

さ

く

ら

 

 

よ

る

は

あ

ら

し

の

ふ

か

ぬ

も

の
か

は

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御
幼

名
人
十
君

 

又
若

松
君
と

称

し
奉

り
し

 

 

 

 

 

 

御

開

山

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九
才

の
御
時
詠

じ
給

ふ

 

 

う

れ

し

や

な

た

ふ

と

や

な

と

は

い

は

れ

け

り

 

 

南

無

阿

弥

陀

仏

の

こ
ゑ

の

ひ

ま

に

は

 

 

 

 

 

 

蓮

如

上

人

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
り 
 
 
 
 

 

と

二

首

の

御

詠

を

紙

面

の
上

下

部

に

配

し

た

本

紙

は

、

東

西

両

本

願

寺

の
共

同

製

作

で

あ

る
。

縦

6
粍

×
横

8
粍

の
紙

面

上

部

に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3
 
 
 
 
 
 4

 

 

か
け
ま
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
は
し
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
 
ち
 
よ
な
が
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
よ
ひ
 
り
ょ
う
ご
ほ
ん
ざ
ん
 
 
 
ご
ほ
う
ゑ
 
 
 
 
 
 
 
 い
つ
ほ
う
 
 
 
 れ
ん
に
よ

 

 

掛

巻

も

か

し

こ

き

御

代

始

乃

と

し

も

く

れ

竹

の
八

千

代

長

く

、

こ

と

し

の
弥

生

は

両

御

本

山

に

御

法

会

あ

り

て

、

一
方

は
 

蓮

如

上

人

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と
り
お
こ
な
ハ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご
 
く
や
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご
か
い
さ
ん
し
や
う
に
ん
 
 
ご
き
う
せ
き

 

 

三

百

五

十

年

の
御

遠

忌

を

執

行

せ

給

ひ

、

一
方

は

大

門

の
御

供

養

あ

り

、

ま

た

西

洞

院

万

寿

寺

の
大

泉

寺

に

ハ
御

開

山

聖

人

の
御

旧

跡

 

 

す
が
た
ミ
 
い
け
 
 ず
じ
ゆ
か
け
 
う
め
 
 
 
 ち
く
 
 
 つ
え
 
 ミ
お
く
り
 
ミ

だ
 
 
 じ
う
ほ
う
 
 

は
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
ん
じ
 
や
し
ろ
 
た
ん
は
へ
う
ず

 

 

姿

見

の

池

・
数

珠

掛

の
梅

・
連

理

竹

の
御

杖

・
見

送

の
弥

陀

等

の

什

宝

あ

り

拝

す

べ

し

、

同

じ

く

松

原

の

角

天

使

の
社

に

丹

波

兵

主

大

明

 

 

 

 

お
か
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 は
う
さ
う
 
 
し
ゆ
こ
じ
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
な
ば
た
う
 
 
や
く
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
よ
く
ゑ
 
 
 
こ
か
い
ち
よ
う
 
 
 
 
 
ぶ
が
く

 

 

神

の
拝

せ

あ

り

、

こ

れ

疸

瘡

の
守

護

神

な

り

と

そ

、

因

幡

堂

の
薬

師

如

来

は

あ

ふ

け

な

く

も

勅

会

の
御

開

帳

に

し

て
舞

楽

あ

り

、

佛

光

寺

 

 

 

 

ひ
ぷ
つ
 
 
ミ

だ
 
 
 
か
い
ひ
 
 
 
 
 
 

ら
く
セ
い
ミ

ぶ
 
 
 
ち
さ
う
そ
ん
 
し
ん
ゼ
ん
え
ん
 
ぜ
ん
に
よ
り
う
わ
う
 
 
 
 
 
 

く

せ
た
い
し

 

 

に

ハ
秘

佛

乃

弥

陀

の
御

開

扉

、

そ

れ

よ

り

雛

西

壬

生

寺

の

地

蔵

尊

、

神

泉

苑

の
善

女

竜

王

、

六

角

堂

の
救

世

大

士

を

ぬ

か

づ

き

御

開

山

聖

 

 

 

 

 

ゆ
い
し
よ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
い
わ
 
 
 
く
わ
ん
お
ん
 
 
 
 
ら
く
と
う
う
へ
か
ミ
だ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
し
 
そ
し
や
う
に
ん
 
 
 
 
し
ん
ゑ
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
が
た
ミ
 
 
か
ゴ
ミ

 

 

人

の
御

由

緒

を

た

つ

ね

、

洛

北

清

和

院

の
観

音

よ

り

洛

東

植

髪

堂

に

ま

た

 

始

祖

聖

人

乃

御

真

影

及

び

同

じ

く

御

姿

見

の
鏡

を

な

が

ミ
、

 

 

や
ま
し
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
き
 
 
し
ミ
づ
 
 
せ
き
で
ら
 
 き
う
せ
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
め
か
た
 
 
 ミ
や
う
か
う
 
 
い
し
や
ま

 

 

山

科

乃

両

御

坊

を

め

ぐ

り

て

、

か

く

あ

り

が

た

き

世

に

あ

ふ

み

路

や

関

の
清

水

、

関

寺

の
旧

跡

に

蓮

如

上

人

爪

形

の

御

名

号

、

石

山

に

お

 

 

 

 

 

 

か
の
こ
 
 
 ミ
え
い
 
 
ゆ
ら
い
 
 
と
ひ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
だ
い
こ
 
 
 
 
 
な
が
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ミ
や
こ
 
か
へ

 

 

な

じ

上

人

鹿

子

の
御

影

の
由

来

を

問

奉

り

、

宇

治

の

三

室

寺

ペ
出

て
、

ふ

し

ミ

醍

醐

の
花

を

詠

め

、

ふ

た

』
び

都

に

帰

れ

バ

名

に

し

お

ふ

96



だ
い
ぶ
つ
ほ
う
く
ハ
う

じ
 
 
 
 

こ
の
た
ひ
 
 
さ
い
か
う
 
し
や
く
そ
ん
は
ん
し
ん
 
 
お
ん
ざ
う
 
 
お
が
 
 
 
 
 
 
か
う
だ
い
 
 
 
 
 
 
と
よ
と
ミ
た
い
か
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
う
え
ん
 
 

 
 
 
り
や
う

大

佛

方

広

寺

に

ハ
此

度

御

再

興

の
釈

尊

半

身

の
御

像

の

拝

ま

せ

、

高

台

寺

に

は

豊

臣

大

閤

二

百

五

十

年

の
御

法

鑓

あ

り

、

両

大

谷

ま

ふ

 

 

そ
れ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
く
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 わ
す
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 な
ご
り
 
た
ち
ま
 
じ
ん
そ
く
 
 
お
も
 
 
 
 
お
こ
 
 
 
 
こ
れ
 
 
 
 
こ
 
せ
 
 
ち
た

で

、

夫

よ

り

所

々

の
桜

に

な

が

き

日

を

忘

る

」
う

ち

、

い

っ
し

か

ち

り

し

く

花

乃

名

残

に

忽

ち

迅

速

の

思

ひ

を

起

す

も

是

ま

た

御

世

の

因

ミ

な

る

べ

し

○
漢
字
は
基
本
的
に
は
現
在
通
行
字
体

に
改
め
た
が
、

「佛
光
寺
」
「大
佛
」
等

の

「佛
」
字
は
そ
の
ま
ま

に
残
し
た
。

○
変
体
仮
名
文
字

は
ル
ビ
部
分
も
含
め
て
現
行
字
体
に
改
め
た
が
、
「乃
」
字

は
残

し
た
。

○
カ
タ
カ
ナ

「
ハ
」
「ミ
」
等
は
そ

の
ま
ま
残
し
た
。

な
る
趣
意
書
き
を

し
、
下
部

に
鴨
河

に
架

か
る
橋
を
目
安
す
と
す

る
案
内

(図
版
)
を
配
す
る
。

97

 

京
都
開
帳
記
録
口



r雍州府志』における開帳記録

1)法 住寺  後 白河法皇離像  毎年3月13日 開帳

2)盧 山寺  元三大師 自作の離像  毎月3日 ・18日 ・28日 開帳

3)鈴 声山真正極楽寺(真 如堂)  本堂北元三大師 自作像

               毎 月3日 ・18日 ・28日 開帳

4)真 如堂  稲荷神像 毎年2月 初午 日諸人参

5)広 布山本満寺(日 蓮宗21箇 寺)  日蓮上人木像  時 々開帳

6)叡 昌山本法寺 方 丈 ノ名画数幅  毎年7月17日 曝之

7)補 陀落 山宝積 寺(山 崎宝寺)

        十一面観 音 ・聖徳太子像井行基 ・弘法 ・慈恵木像

        毎年2月15日 ・7月16日 ・18日 参 詣 ノ諸人二見セシム

8)明 星山御室戸 寺  本尊観音  33年 二必ズ開帳

    r日 次 紀 事 』 に お け る 開 帳 記 録

正月1日 1)六 条道場 天神 自画像 「鏡御影 」開帳

     2)山 崎天神社 自画束帯赤面像 「御 酒天神」開帳

     3)叡 山元三大師会(正 月1日 ～正 月4日)横 川在粟 田口法眼筆、

                        東塔 北谷在慈恵 自筆

     4)真 如堂(正 月1日 ～正月3日) 慈 恵自画像開帳

     5)般 舟三昧院(正 月1日 ～正月3日) 慈恵 自画像開帳

     6)庇 山寺 慈恵 自作像開帳

     7)東 寺大師堂(年 中毎朝)弘 法大師像開帳

3日   1)鞍 馬寺 毘沙門天井三種宝物 ・太 刀等開帳

     2)栂 尾 明恵上 人像開帳

5日   1)東 福寺羅漢供 明兆筆羅漢像50幅 僧堂二掲グ

6日   1)高 台寺 豊 臣秀吉公像井正妃湖 月尼像開帳

7日   1)東 山慈照寺東求堂 足利義政公彫像開帳

10日   1)善 峯三鈷寺 本尊佛眼明妃画像開帳

13日   1)本 禅寺 日蓮上人忌 日蓮像開帳

     2)本 門寺 日蓮上人忌 日蓮像開帳

15日   1)嵯 峨清涼寺 赤栴檀釈迦像開帳

16日   1)北 山 弘法大師作石不動像、鹿苑 院義満公像(5月 井9月 亦然)

      開帳

     2)石 清水杉山不 動院(今 日処々不動 開帳)

18日   1)林 丘寺 本尊観音像井後水尾院震影(正 月18日 ～19日)開 帳

     2)南 都興福寺 講堂二五大尊画像ヲ掲 グ
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21日   1)東 寺 毎 月此 日、弘法大師像 開帳(正 月 ・3月 ・5月 ・9月 参

      詣多)

23日   1)黒 谷 金戒光明寺 法然上人 自筆 「一枚起請文」開帳

     2)東 山善正寺 釈迦 開帳

28日   1)処 々荒神井不動像 開帳(5月 ・9月 共然)

     2)北 山 石不動像 開帳

南都0条 院 中新御願春 日社 赤童子像 開帳、所 レ在二大乗院_者 門主寺務之 中一

度 開帳 、是像称二千聞主_然 実天児屋根命也

2月9日 1)泉 涌 寺浬藥法事 舎利開帳(9日 ～16日)

14日   1)東 福 寺 兆典 司筆淫藥像画幅 ヲ佛殿二掲グ

     2)建 仁 寺 浬i繋列拝 図ヲ出ス

15日   1)処 々浬藥像ヲ掲グ

     2)南 都興福寺東 金堂 金 岡画閻浮檀 金釈迦像 ・浬葉像開扉

     3)山 崎宝寺 観音像 ・行基菩薩像 ・弘法大師像開帳

16日   1)本 満 寺 日蓮像開帳
         ヒ ル カ ミ

25日   1)摂 州 非留加末天神 自画縄敷像開帳

3月1日 1)南 都東大寺法華堂 大黒天開帳

2日   1)禅 林寺永観堂 廻顧佛開帳

19日   1)嵯 峨清涼寺 釈迦御 身拭開帳

21日   1)高 雄 山弘法大師忌 御影供(仁 和寺 ・東 寺 ・西 岡法皇寺モ)

               合体像開帳

     2)南 都真言院 ・新禅院 弘法大師御影供

5月2日 1)南 都東大寺聖武天皇御忌 震影 開帳(眉 間寺モ)

6日   1)北 山鹿苑寺鹿苑院天山道義忌 准三后義満公離像 開帳

16日  1)石 清水 杉 山不動開帳

     2)鹿 苑寺 義満公像開帳

6月3日 1)高 雄山 霊宝 虫払(6月3日 ～6月9日 迄)

9日   1)日 蓮宗本満寺 虫払

13日   1)妙 蓮寺 虫払

15日   1)清 浄花 院 虫払

17日   1)北 野東 向観音 千 日詣 開帳(6月17日 ～18日)

18日   1)南 都東大寺戒壇院 千手観音 開帳

     2)山 崎宝 寺 虫払

20日   1)京 極十念寺 虫払

22日   1)栂 尾 霊宝虫払(27日 迄)

     2)水 無瀬 後鳥羽院哀影 開帳

     3)広 隆寺中桂宮院 虫払

23日   1)四 条道場金蓮寺 霊宝 虫払
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     2)京 極聖光寺 什物虫払

24日   1)東 寺後宇多院御宿忌 震影開帳 弘法大師筆真言八祖画像モ

25日   1)建 仁寺霊洞院 虫払

     2)黒 谷金戒光明寺 霊宝虫払

     3)誓 願寺 霊宝虫払

     4)妙 顕寺 ・本能寺 ・要法寺 什物虫払

     5)三 条天部村阿弥陀堂 蝉丸画像虫払

26日   1)本 能寺大坊 聖教井器物虫払

27日   1)妙 心寺方丈 什物虫払

     2)本 国寺 虫払

此月土用中諸神社諸仏寺霊宝 虫払 「土用乾」

7月6日 1)北 山鹿苑寺 閣上臓法井施餓鬼 閣上義満公肖像開帳

     2)東 山高台寺施餓鬼 湖月尼公像 ・秀吉公像 ・寺物開帳

     3>北 野社 内陣煤払 ・社内霊宝虫払

7日   1)上 賀茂松下家 後鳥羽院震筆虫払

     2)天 龍寺方丈 什物虫払

     3)南 禅寺慈聖院 虫払

     4)大 徳寺方丈 虫払

15日   1)泉 涌寺 弥陀開帳

     2)新 善光寺 弥陀開帳

     3)南 都戒壇院布薩 牧渓十六羅漢像 ・顔輝十六羅漢像開帳

     4)興 福寺東金堂 弘法大師刻版面薬師 ・脇侍 ・十二神将開帳

     5)広 隆寺中桂院 ・福昌院 ・十輪院 虫払

     6)嵯 峨二尊院 虫払

16日  1)石 清水 杉山不動開帳

17日   1)日 蓮宗本法寺開山忌 寺物虫払

20日   1)建 仁寺正伝院 什物虫払

25日   1)妙 覚寺 什物虫払

29日   1)日 蓮宗本隆寺開山忌 什物虫払

8月5日 1)近 江白髪明神 開帳

 28日1)泉 涌寺 牙舎利開帳

9月16日1)石 清水 杉山不動開帳

     2)北 山鹿苑院 義満公像開帳

23日   1)東 山善正寺 釈迦開帳

10月15日1)京 極光明寺 蓮生法師持佛弥陀開帳

     2)松 尾社舎利講 舎利開帳(10月11日 ～此日マデ)

11月16日1)東 大寺上ノ坊良弁僧正忌 良弁離像開帳

12月20日1)嵯 峨清涼寺釈迦煤彿 釈迦開帳
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     2)東 山知恩院煤彿 法然上人像ノ厨子開扉

臨時   1)興 福寺寺務職交勤節維摩法会 栂尾春日神像開帳

    『都名所車』所 載 「都年 中行事」 におけ る開帳記録

正月15日 さが釈迦開帳

  23日 東山善正寺釈迦開帳

 4月8日 戒檀堂開帳

 7月15日 ～17日  泉涌寺内弥陀開帳

10月15日 さが鹿苑院霊宝開帳

   15日 松尾舎利開帳

本居宣長 日記内開帳記録

開 帳 内 訳(※ 印は 『妙法院 日次記』 に見 ゆ) 典 拠 記 事

延享5年  1)清 水寺本尊 開帳        宝暦2年 迄之記/

(寛延元 年)(於 自坊、4月12日 ～5月 朔)    延享5.4.12

 17482)山 崎宝寺観音 開帳         宝暦2年 迄之記/

      (於自坊、4月24日)        延享5.4.24

     3)湯 殿 山大 日如 来開帳       宝暦2年 迄之記/

      (  、4月24日)       延享5.4.24

     4)三 室戸寺本尊 開帳       宝暦2年 迄之記/

      (  、4月25日)       延享5.4.25

     5)真 如堂本尊 開帳        宝暦2年 迄之記/

      (  、4月26日)       延享5.4.26

寛 延3年  1)勢 州朝熊岳 開帳        今井 田 日記/寛 延3。3.5

 1750   (於 自坊、3月5日 ～5月18日)

宝暦2年  1)勢 州国府阿弥陀開帳      宝暦2年 迄之記/

 1752   (  、正 月22日)       宝暦2.正.22

宝 暦4年  1)当 麻寺 中将法如像井什物開帳   在京 日記/宝 暦4.3。6

 1754   (於安井御境内、3月6日 ～50日 間)

     2)嵯 峨二尊院本尊井足洩御影 ・

       什物開帳           在京 日記/宝 暦4.3.12

      (於 自坊、3月15日 ～4月25日)         4.15

     3)太 秦広隆寺太子 像開帳     在京 日記/宝 暦4.4.15

      (於 自坊 、   4月15日)

     4)嵯 峨清涼寺本尊開帳       在京 日記/宝 暦4.10.2
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      (於千本通一 条南、7月 ～10月2日)

宝暦5年  1)竹 田安楽寿 院開帳       在京 日記/宝 暦5.3.3

 1755   (於 自坊 、3月15日 ～4月3日)         4.3

      2)南 都招提寺 本尊不空絹索観音

       井佛舎利 ・釈尊袈裟等開帳    在京 日記/宝 暦5.3.3

      (於壬生寺、3月3日 ～4月23日 ～8月10日)  4.23

                             8.朔

宝暦6年  1)等 持 院尊氏守本尊地蔵井宝物等開帳及衣笠 山登 山

 1756                  在京 日記/宝 暦6。3.4

      (於自坊 、3月3日 ～4月13日)         4.6

     2)檀 王法林寺万 日主夜神開帳   在京 日記/宝 暦6.4.8

      (於自坊 、4月8日 ～4月17日 ～4月19日)   4.16

     3)山 科妙見菩薩夜国美人像 開帳  在京 日記/宝 暦6.4.8

      (於自坊、4月8日 ～4月16日)         4.16

     4)※ 江戸芝泉岳 寺四十 七土武具

       井絵像等開帳          在京 日記/宝 暦6.5.12

      (於東 山清閑寺、5月12日 ～6月9日)       5.23

                               6.9

     5)下 野高 田山本尊 開帳      在京 日記/宝 暦6.5.12

      (於河原 町二条御坊、5月12日)

     6)〈 不明寺院〉 開帳       在京 日記/宝 暦6.9.16

      (於真如堂辺、9月16日)

     7)東 寺大黒天像開帳       在京 日記/宝 暦6.11.12

      (於 自坊 、11月12日 ～11月18日)        11.13

宝暦7年  1)〈 不 明寺院〉開帳       在京 日記/宝 暦7.3

 1757   (頁闘損 ニ ヨリ不明、3月)

     2)真 如堂聖徳太子像 開帳     在京 日記/宝 暦7.3.15

      (於 自坊、3月15日 ～)              3.16

     3)慈 照寺銀閣開帳        在京 日記/宝 暦7.3.15

      (於 自坊 、   ～3月15日 ～)          3.16

     4)永 観堂本尊見 かへ り佛井霊宝開帳 在京 日記/宝 暦7.3.15

      (於 自坊、   ～3月15日 ～)          3.16

     5)法 輪寺本尊 開帳        在京 日記/宝 暦7.3.19

      (於 自坊 、  ～3月19日 ～)

     6)※ 東福 寺本尊井什物 開帳     在京 日記/宝 暦7.3.20

      (於自坊 、   ～3月20日 ～、堂塔修覆勧化)

     7)嵯 峨清涼寺釈尊開帳      在京 日記/宝 暦7.8.6

      (於京極四条南浄教 寺、8月6日 ～10月15日)  10.3
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     8)初 瀬長谷寺本尊観音

       井天照太神 ・春 日明神等 開帳  在京 日記/宝 暦7.10.3

     (於自坊 、10月3日 ～17日 間、金7両2歩)

宝暦9年  1)宇 治興聖寺子 安地蔵 開帳       目録/宝 暦9.4.8

 1759   (於伊賀町辺 、4月8日 ～)

     2)勢 州飯南郡朝 田寺地蔵尊開帳    目録/宝 暦9.閏7

      (於自坊 、閏7月 朔 日～閏7月 晦 日)

     3)勢 州飯南郡 菅相 寺観音開帳     目録/宝 暦9.閏7

      (於自坊 、閏7月 朔 日～)

     4)勢 州飯南郡 清水村森薬師開帳    目録/宝 暦9.閏7

      (於自坊、閏7月 朔 日～)

     5)勢 州飯南郡 西町佛光 山永 昌寺大 日開帳

                        目録/宝 暦9.閏7

     (於岸江村野、閏7月 ～)

宝暦10年 1)勢 州飯南郡一身田末常教寺千手観 音開帳

 1760                    目録/宝 暦10.3.10

      (於自坊、2月24日 ～3月10日 ～3月15日)

     2)佐 那金剛座 寺開帳         目録/宝 暦10.3.10

      (於 自坊、春)

     3)関 地蔵 開帳            目録/宝 暦10.8.11

      (8月15日 ～8月29日)

宝暦12年 1)国 東寺 開帳            日記/宝 暦12.3.29

 1762   (3月)

     2)野 登鶏足山観 音開帳        日記/宝 暦12.3.29

      (3月)

     3)秩 父巡礼地不残開帳        日記/宝 暦12.6。4

     4)信 州善光寺開帳          日記/宝 暦12.6.4

宝暦14年 1)石 山観音開帳           日記/宝 暦14.3.30

(明和元年)                         5.12

 17s4

明和2年  記事ナ シ

 17s5

明和3年  記事 ナシ

 1766

明和4年 1)勢 州多気郡丹生弘法大師開帳  日記/明 和4.4.26

 1767   (於勢州愛宕山、3月 下旬～4月26日)

安永3年  1)伊 賀 国阿坂浄源寺開帳      日記/安 永3.3.2

 1774
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安永6年  1)野 州 高 田如来 開帳          日記/安 永6.5.7

 1777  (於0身 田、4月 下 旬～6月5日)        5.26

安永7年  2)勢 州朝 田地蔵 開帳        日記/安 永7.閏7.朔

 1778   (於 自坊 、閏7月 朔 日～7月20日)       閏7.晦

安永8年  記事 ナシ

 1799

安永9年  1)信 州善光寺如来開帳        日記/安 永9.9.17

1780(塑 繕 翫 鴛 齪 ～9月23日')

天明4年  1)諸 国真言宗弘法像 開帳       日記/天 明4.3.20

 1784   (弘法大 師950年 忌)

天明7年  1)勢 州 白子観 音開帳          日記/天 明7.4.24

 1787   (於勢州愛宕、3月11日 ～4月24日)

寛政2年  1)紀 州粉 川寺観音 開帳         日記/寛 政2.3.2

 1790   (於勢州船江薬師寺、3月2日 ～4月14日)    4.14

     2)竹 生 島観音井弁財 天開帳       日記/寛 政2.8.15

      於勢州萱志郡 天花 寺、8月15日 ～)

寛政3年  1)京 革堂観音 開帳          日記/寛 政3.5.18

 1791   (於勢州船江薬師、5月18日 ～30日 間)

寛 政5年  1)永 観堂 開帳             寛政5年 上京 日記

 1793                      /寛 政5.4.2

                              4.10

寛政6年  1)熊 野那智山観音 開帳         日記/寛 政6.8.5

 1794   (於勢州船江薬師寺、8月5日 ～30日 間)

寛政7年  記事 ナシ

 1795

r花乃都諸開帳両本山大御法会井御旧跡案内』所載嘉永元年春開帳

1)石 山寺(蓮 如上人鹿子 の御影)      2)大 佛殿(釈 尊 半身御影)

3)清 水寺          4)高 台寺

5)東 漸時           6)双 林 寺

7)愛 宕寺           8)安 井

9)長 楽寺          10)東 大谷

11)花 頂 山知 恩院       12)祇 園

13)西 野御坊         14)竹 鼻御坊

15)佛 光寺御坊        16)大 津関寺(蓮 如上人爪形の御名号)

17)植 髪堂(始 祖聖人 の御 真影 、御姿見の鏡)
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18)永 観堂

20)黒 谷

22)下 加茂

24)佛 光寺(秘 佛の弥陀)

26)六 角堂(救 世大士)

19)本 光 寺

21)真 如堂

23)御 内裏

25)誓 願 時

27)因 幡堂(薬 師如来 、有舞楽 、勅会 開帳)

28)天 使社(五 条天神)(丹 波兵主大 明神一庖瘡 神一 出開帳)

29)大 泉寺(姿 見の池 ・数珠掛 の梅 ・連理竹 の杖 ・見送 りの弥 陀)

30)空 也 堂

32)清 和 院(観 音)

31)神 泉苑(善 女竜王)

32)壬 生寺(地 蔵尊)

図
版
 
開
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案
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両
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大
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並
御
旧
跡
案
内
』
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